
解 答
ア宗 問１

１：３問２

３０ ３０ ９０問３ 球Ａ 球Ｂ 球Ｃ

１０５問４

ウ就 問１

エ問２

エ ア エ ウ問３ 唄 欝 蔚 鰻

エ問４

２４問５

１６問６

エ州 問１

イ問２

イ問３

キ問４

アミラーゼ デンプン 糖問５ お か き

体温と同じくらいの温度のものにする。問６

イ修 問１

キ イ ウ カ問２ ① ② ③ ④

イ・エ問３

カ問４

ア問５

解 説
問１ 操作２の図２と図３からこの板の重心が×であることがわ宗

かります。つり合っているとき，糸の延長線上に重心がありま

す。

問２ 図１・図２から （図２の糸から○と●の重心 ： 図２の， ）（Ａ

糸から○と○の重心）＝３：１（(２６－８)：(４０－２６－Ｂ Ｃ

８)）となります。おもりの比は逆比の１：３となります。

問３ 問２から （○＋●）＝４０ｇ（１６０× ）となります。したがって，○＝３０ｇ（４０－１０）と， Ａ Ａ
１＋３

１

なります。同じように，操作２の図３から （図３の糸から○と●の重心 ： 図２の糸から○と○の重心）＝３：， ）（Ｃ Ａ Ｂ

５（(１７－８)：(４０－１７－８)）となります。おもりの比は逆比の５：３となります （○＋●）＝１００ｇ。 Ｃ

（１６０× ）となり，Ｃ＝９０ｇ（１００－１０ ，Ｂ＝３０ｇ（１２０－９０）とわかります。）５＋３
５

問４ 図４で （○＋●）の支点からの距離は，２４cm（５６－４０＋８ （○＋○）の支点からの距離は，４８， ），Ａ Ｂ Ｃ

cm（５６－８）なので，おもりの重さは，１０５ｇ（(４０×２４＋１２０×４８)÷６４）です。

問４ 吸収管Ａでは，二酸化炭素と水蒸気の両方が吸収されるので，初めに吸収管Ａを通すと，どちらの重さも調就

べることはできません。また，吸収管Ｂでは水蒸気だけを吸収するので，水蒸気の重さを調べることができます。

問５ アルコール４６ を燃やすと８８ の二酸化炭素が発生していることから，アルコールに含まれる炭素は，按 按

２４ （１２× ）とわかります。按
４４
８８

問６ アルコール４６ に含まれる炭素２４ を燃やすのに必要な酸素は，６４ （３２× ）です。また，ア按 按 按
４４
８８

ルコール４６ を燃やすと５４ の水蒸気（水）が発生していることから，必要とする酸素は４８ （１６×按 按 按

）とわかります。また，アルコール４６ を燃やすときに結びついた酸素は，９６ （(８８＋５４)－按 按
１８
５４

４６）なので，アルコールには１６ （(６４＋４８)－９６）の酸素が含まれていることがわかります。按
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